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〈レポート〉農漁協・森組・協組等

補助がある。
援農者はリピーターが半数で、20代～70代

と世代の幅が広く、道内、道外（東京都、神奈
川県、兵庫県）と居住地域は多様である。ま
た、北海道を自転車で旅行中に、おてつたび
の募集をみつけて農業に興味を持ち応募した
人（60代男性）や、地元（伊丹市）の図書館に貼
ってあったJAつべつの援農の募集のチラシを
みて、ふだん得られない経験をしてみたいと
思い、申し込んだ人（20代男性）など、援農者
の目的や動機も様々である。

農業の生産現場において労働力不足が課題
となるなか、近年、農業アルバイターやボラ
ンティア等、援農者の受入れを行うJAの取組
事例が散見される。本稿では、JAつべつの援
農の取組みをみていき、JAが援農に取り組む
うえでの要点を考える。

1　JAつべつの概況と援農の取組みの経緯
JAつべつは、北海道オホーツク地域の最南

端に位置する津別町を管内としており、正組
合員数201人、准組合員数361人（2023年度末）
のJAである。津別町は、小麦やジャガイモ、
てん菜、玉ねぎ、豆類などの畑作および畜産
が盛んなエリアである。
管内では、地域内の農業アルバイターの高

齢化により、春と秋の繁忙期における畑作農
家での労働力不足が課題となっていた。こう
した状況は、離農による畑作作物の生産量の
減少や遊休農地化に直結する。JAつべつでは
この課題に対応すべく、2017年９月に労働力
確保を目的とする「津別町農業労働力支援協
議会」を設立した（注）。これを機に、JAつべ
つでは援農者の確保に積極的に取り組んでいる。

２　 多様なつながりによる援農者の確保
JAつべつの援農の特徴の１つは、全国の多

様な団体から援農者を確保している点にあ
る。おてつたびなどアルバイターを仲介する
企業のほか、JAつべつの取引先や道内の大学
との連携協力、JA職員の知人など、多様な関
係性により援農者の確保につなげている（第
１表）。
2024年の秋は、30人の援農者が８軒の農家

およびJAのコントラクターにて、玉ねぎ、ジ
ャガイモ、かぼちゃの収穫作業にあたった（写
真１）。援農者は基本的には２週間以上滞在し
て農作業に従事し、作業時間分の報酬を受け
取る。旅費や宿泊費はJAや先の協議会からの
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写真１　 玉ねぎ収穫作業の援農の様子（筆者撮影）

第1表　 JAつべつの援農者の概要（2024年秋）

資料　JAつべつの提供資料を基に筆者作成
（注） 1 　その他はA氏に直接援農の申込みを行った人でリピーター。

なお、ほかの団体からの援農者の人数にリピーターは含まれる。
2　M商事のみボランティア（無償）。

名称 JAとの関わり 人数
おてつたび - 5
旅ワーク - 2
あぐりナビ - 2
M商事 取引先 4
北見工業大学 連携協力の基本協定を締結 6
伊丹 K自治会 JA職員と自治会長が知人 2
T生協 取引先 5
その他 以前、援農に参加 4
援農者の合計人数 30
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３　援農の取組みにおけるJA職員の対応
先の協議会の立ち上げ時から、営農部営農

課の職員であるＡ氏が援農の取組みを主に担
当している。毎年12月には、Ａ氏が次年度に必
要な労働力（日程と人数）のアンケートを農家に
採り、これを基にＡ氏がおてつたび等各団体に
対して農業アルバイターの募集の連絡を行う。
なお、募集者数以上の申込みもあることも

多く、２週間以上の農作業に耐えられる援農
者を確保するため、Ａ氏が応募書類等を踏ま
えて、農業に対する熱意がある人を優先的に
採用している。
援農者の受入れ時は、Ａ氏が農家や援農者

と連絡を取りながら、天候などを勘案して柔
軟に日程や人数の調整を行っている。初めて
援農者の受入れを行う農家もいるため、Ａ氏
が様子をみに行くなど細かなサポートをして
いる。援農者には農作業以外でも地域の思い
出をつくってもらおうと、Ａ氏が道の駅あい
おいや津別峠など、休日に近隣の観光案内を
することもある。

4　 NPOとの連携による宿泊対応の分担
JAつべつの援農における２つ目の特徴は、

援農者の宿泊に関して、まちづくりを事業と
する「NPO法人北海道でてこいランド」（以下、
NPO）と連携していることである。NPOの会
長が先の協議会の立ち上げの話を聞きつけ、
NPOの管理する宿泊施設「でてこいランド」
（写真２）を援農者の滞在先に利用してもらう
ことを申し出たことで連携に至っている。
でてこいランドは、寝室10部屋と共同の食

卓や調理場、浴室が備わっている施設で、通
常は夏季や冬季の子供たちのスポーツ合宿に
利用されている。また、予備の宿泊棟と屋内
でジンギスカンパーティーができる小屋も併
設している。施設はWi-Fi環境や自炊用の調理
器具がそろっており、援農者が快適に長期滞

在できる環境となっている。
施設の掃除等の管理や部屋割り等、援農者

の宿泊対応をNPOが担うことで、Ａ氏の負担
軽減になっているほか、援農者の宿泊料をNPO
が半額負担するなど費用面でも協力している。

5　JAが援農に取り組むうえでの要点
さいごに、JAつべつの事例から、JAが援

農に取り組むうえでの要点について考えてみ
たい。１つ目は、援農者の作業の質を担保す
ることである。JAつべつでは、援農者の作業
期間は２週間以上でリピーターも多いことか
ら、質の高い労働力を確保できていた。２つ
目は、宿泊対応の分担である。長期滞在を伴
う援農の場合、宿泊施設の管理や宿泊対応が
課題となる。JAつべつのように、地域内の主
体と連携し宿泊に関して分担することはJA職
員の負担軽減となり、援農の取組みの継続に
寄与するものとみられる。
３つ目は、援農の差別化である。全国で農

業以外のアルバイト先があるなかで、特定の
地域で援農者を確保するには報酬以外の魅力
が鍵となる。JAつべつでは、取引先など独自
のつながりを生かしたり、初めて津別町に訪
れる援農者に地域の魅力を知ってもらう工夫
をしたりするなど、新たな援農者やリピータ
ーの確保に努めている。以上の３つの要点を
踏まえると、今後、JAが援農による労働力確
保を進めていくうえでは、JAの地域内外のつ
ながりがより重要になると考えられる。

（さとう　さき）

（注）JAつべつが事務局を担う同協議会は、JAつべ
つ、津別町、網走農業改良普及センター美幌支所、
北海道農業協同組合中央会北見支所、株式会社あ
ぐり、株式会社三星運輸のほか、オブザーバーも
含め複数の団体により構成されている。

写真２　 でてこいランド（筆者撮影）
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